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に固定することができる。これが芸術家の使命であり、いかにこれを表現するかは芸
術家固有の権限であると言えるだろう」と指摘する。 
さらに、ジョゼフ・コーネルの記憶のイメージや私的な親密性にふれながら、コー
ネルの箱を単なる容器ではなく「幼い頃の思い出そのもの」と捉え、「箱の中で自分の
大事なある瞬間を入れて保管したかった」のではないかと論を進める。 
こうした考察をベースに、第三章では、自作における記憶の役割や記憶のずれ・誤
差を意図的に導入する自らの方法（記憶の収集、再読、表現）を、具体的な作品を取
り上げながら解説する。現実の出来事に関する記憶をベースにしながらも、メモされ
た言葉の断片から新たな情景や感情を想像していくことで「実際より強い生命力を持
つ物語」が生まれることを述べ、「私の制作過程には思い出しにくくなった記憶をどう
やって補完し豊かな想像を交えながら、生き生きとした新しい記憶として再生させる
かがポイントになっている」と分析している。また、「箱」についても、「箱空間」と
いう広義の概念（我々が生活する空間もすべて広い意味で箱と言える）で捉え直すこ
とを通して、「自分の作品における箱は記憶の一部を表すともいえる」と述べる。 
 結論的に、「偶然に思い出されて、現在に再生された過去の時間は、実際に過去に起
きた現実とは異なるもの」であり「それは実際より美しくてより豊かなものとしてあ
らわれる」として、「その過去を表現するために、私は制作プロセスとして記憶をわざ
と消したり、より不確実なものにしたり、想像をより豊かにしたりする過程をたどり、
作品を作っている」と言う。その方法については今後も時間をかけて追求していくが、
「その結果として表現された作品が見る側に響き、共振し、共感を呼び起こすものに
なるよう、さらなる研鑽を積んで行きたい」と結んでいる。 
ここで論じられた問題は、作者の方法とは異なる形で無意識を導入しようとしたシ
ュルレアリスムにおけるオートマティスムなど「無意識的表現」と記憶の関係性にま
で発展させて考えることができるものであろう。しかし、本論文の範囲内で評価する
ならば、自らの創作原理として記憶を捉えた論文内容と実技作品とは密接な関係にあ
り、問題を多面的かつ緻密に分析しており、引用・参照文献も適切である。したがっ
て、本論文をきわめて明快で、説得力のあるものとして、審査員全員の総意により、
博士学位授与にふさわしいものと判断した。 
（西嶋 憲生） 
 
 
 
 
 
 
 
